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平泉寺地区 
・地域ぐるみで「かちやまワッショイ」に今年も参加
しよう。 

・あいさつ運動を呼びかけよう。 
・夜回り・火の用心に取り組もう。 

猪野瀬地区 
・勝山夏まつり「かちやまワッショイ」に参加しよう。 
・公民館祭への児童・生徒の参加を呼びかけよう。 
・地域で児童・生徒を犯罪や事故から守る活動を行お
う。 

三室地区 
・子供たちに役割を持たせて地域の行事に積極的に参
画させよう。 

・学校、児童館の行事に地域住民が参画しよう。 
・学校、児童館、地域が連携することによって、コミ
ュニティーのつながりを深めよう。 

勝山地区 
・あいさつ運動に取り組もう。 
・中学生の町民運動会への参加を呼びかけよう。 
・見守り隊にしっかり取り組もう。 

北郷地区 
・親子で参加できる地域活動の場をつくろう。 
・子どもへの情報発信の一元化を図ろう。 
・地域独自の「合宿通学」を成功させよう。 

鹿谷地区 
・「合宿通学」を成功させよう。 
・地区・町内の行事や奉仕活動への小中学生の参加を
呼びかけよう。 

・雪まつりへの小中学生の参加を積極的に呼びかけよう。 

荒土地区 
・地域行事への子どもの参加を促そう。 
・あいさつ運動を通じて、地域の雰囲気づくりに努め
よう。 

・見守り隊と連携し、地域全体で子どもを育成しよう。 

村岡地区 
・地域独自の「ワクワク合宿」を成功させよう。 
・「かちやまワッショイ」に今年もしっかり取り組もう。 
・あいさつ運動にしっかり取り組もう。 

野向地区 
・地域の行事で子どもを生かそう。 
・地域子ども教室を生かそう。 
・いろいろな所で、あいさつをしよう。 
・ジャンボかぼちゃコンテストの開催。 

　
こ
れ
か
ら
の
公
民
館
の
あ

り
方
を
検
討
す
る
「
勝
山
市

立
公
民
館
の
あ
り
方
検
討
委

員
会
」（
委
員
長:

多
田
誠

治
　
委
員
１５
名
）
で
は
、
こ

れ
ま
で
6
回
の
委
員
会
を
開

催
し
こ
の
た
び
そ
の
提
言
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
。 

１
．
住
民
参
画
運
営
体
制
を

構
築
す
る
。
 

2
．
住
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

た
開
館
日
、
開
館
時
間
に

す
る
。
 

3
．
地
域
資
源
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
に
か
か
わ
る
。
 

4
．
各
種
団
体
・
サ
ー
ク
ル

へ
の
適
切
な
支
援
を
行
う
。
 

5
．
公
民
館
職
員
の
資
質
の

向
上
を
図
る
。
 

6
．
地
域
に
よ
る
公
民
館
の

自
主
運
営
に
つ
い
て
調
査
・

研
究
す
る
。
 

勝山市立公民館のあり方検討委員会の提言について 

生
涯
学
習
課 

　
　
　（
�
内
線
4
8
1
） 
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研修会ではこれからの学校や地域の在り方について
熱心に話し合われました
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勝山市の小中学校の望ましい在り方について 中間報告 
　
少
子
化
に
と
も
な
う
児
童
生
徒
数
の
著

し
い
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
、
市
で
は
昨

年
7
月
に
関
係
者
や
有
識
者
に
よ
る
「
小

中
学
校
教
育
の
望
ま
し
い
在
り
方
検
討
委

員
会
」
が
設
置
さ
れ
、
今
年
3
月
末
に
そ

の
中
間
報
告
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。 

    

　
地
域
と
学
校
と
が
共
に
信
頼
し
合
い
、

情
報
交
換
や
互
い
の
連
携
を
と
り
な
が
ら

次
世
代
を
育
成
す
る
と
い
う
視
点
に
立
ち
、

児
童
生
徒
の
教
育
に
当
た
る
こ
と
が
望
ま

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
学
校
の
教
育

目
標
や
指
導
方
針
が
保
護
者
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
地
域
住
民
に
も
理
解
さ
れ
て
い

る
こ
と
と
同
時
に
、
地
域
も
ま
た
学
校
運

営
に
対
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
要
望
を

提
言
で
き
る
環
境
づ
く
り
が
必
要
で
す
。 

    

　
当
市
で
は
、
出
生
数
の
低
下
に
よ
り
小

学
校
の
入
学
児
童
数
も
減
少
し
、
平
成
２０

年
に
は
2
0
0
人
を
切
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。（
昭
和
３５
年
当
時
の
約
3
分
の
１
） 

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
集
団
教
育

の
場
が
、
ど
の
程
度
の
学
校
規
模
、
学
級

規
模
で
あ
る
こ
と
が
も
っ
と
も
望
ま
し
い

の
か
を
児
童
生
徒
の
立
場
に
立
っ
て
慎
重

に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 
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学
校
の
適
正
規
模
か
ら
見
た 

　
　 

望
ま
し
い
学
校
づ
く
り 

150

200

250

300

350

400
（人） 

0
歳
 

1
歳
 

2
歳
 

3
歳
 

4
歳
 

5
歳
 

6
歳
 

7
歳
 

8
歳
 

9
歳
 

10
歳
 

11
歳
 

12
歳
 

13
歳
 

14
歳
 

15
歳
 

16
歳
 

17
歳
 

18
歳
 

19
歳
 

20
歳
 

小
1
 

小
2
 

小
3
 

小
4
 

小
5
 

小
6
 

中
1
 

中
2
 

中
3
 

高
1
 

高
2
 

高
3

352

315

346

317

326 324

295

296

256 252

261

242

241
229 229

213
204

188

195
204

173

勝山市の小中学校の 
望ましい在り方検討委員会中間報告 

1．学校と地域は関係が深いので、地域のかたの意見を学

校教育の中に反映させるとともに、地域の教育力を活用

し、地域に開かれた魅力ある学校づくりを進める。 

2．校区のかたに、子どもの数が大きく減少している現実

を説明することおよび住民のかたの意見を聞く機会を設

ける。 

3．望ましい教育環境をつくるため、地域住民一人ひとり

が魅力ある学校づくりを支援するとともに、子どもの数

の減少を食い止め増える手立てを考える。 

4．児童生徒の減少が著しく、このままの現状では、将来

極めて小規模の学校ができる。そこで現実を踏まえて、

学級・学校の望ましい規模を検討する必要がある。 

5．市民各界、各層から広く意見を聴く方法について検討

するとともに、情報の公開を進める。 

6．校区外から入学を認める特認校制度等についても、調

査研究を行う。 

7．検討委員会による「小中学校の望ましいあり方」の検

討を継続して進める。 

6年後（平成23年度）の小学校児童数の予測 

で囲んだ部分は、複式学級の対象となる学年を示しています。 

（平成17年4月1日現在の0歳児～5歳児の数より算出） 
学年 

学校 

平泉寺 

成器南 

三　室 

成器西 

村　岡 

野　向 

荒　土 

細野分校 

鹿　谷 

北　郷 

合　計 

１ 

５７ 

７ 

２６ 

３５ 

５ 

８ 

２ 

２１ 

１１ 

１７３ 

1 
年 

５ 

６２ 

５ 

４３ 

２７ 

９ 

１４ 

１ 

２２ 

１６ 

２０４ 

2 
年 

５ 

６６ 

６ 

３２ 

３３ 

１ 

２１ 

１ 

１６ 

１４ 

１９５ 

3 
年 

７ 

７２ 

６ 

２８ 

３０ 

７ 

８ 

 

１６ 

１４ 

１８８ 

4 
年 

８ 
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５ 

３３ 

３８ 
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１６ 
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１０ 
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5 
年 
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７ 

１５ 

 

１７ 

２０ 

２１３ 

6 
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３３ 
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３６ 

１９１ 

２０３ 

３６ 

８２ 

４ 

１０９ 

８５ 

１，１７７ 
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６．０ 

３１．８ 

３３．８ 

６．０ 

１４．３ 

１．３ 

１８．２ 

１４．２ 

３ 

１２ 

４ 

７ 

７ 

４ 

６ 

１ 

６ 

６ 

５６ 

年齢別人口 平成17年4月1日現在 
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これからの学校の在り方を考える。

市民対話集会を開催
少子化が進む中、勝山市の小中学校の望ましい在り方に

ついて話し合う「市民対話集会」が、5月30日、市民会
館で行われました。当日は、学校関係者や市民ら約200
名が参加しました。
開会のあいさつで山岸市長は、「学校の適正規模は、い

まの現状をご理解いただいたうえでこれから協議を重ねて
いきたい」と述べました。
集会ではまず、市側が現在の新生児出生数と、現在の児

童数を示しながら、これから先の市内の児童数の推移を説
明しました。これを受けて行われた質疑応答では、「学校
の統廃合はあるのか」、「出生数を増やす努力を」などの質
問が市民から出され、子どもたちの将来について真剣な討
論が行われました。
今後は、地域座談会にも拡大して、この課題について市

民のみなさんとさらに協議を進めていきます。




